
 

 

      

    

 

 

  

 

    

 

 



労， 馬血清20婦になるよう に加え， それぞれ寒天地培地， 液体培地とした。 舌苔よりの分離の場

合にはペニシリンおよび酢酸タリウムをそれぞれ 1 O O O U/m.e, 5 omcg/d.e に加えた。糞便よ

りの場合にはCB-PC 1oo mcgパnf!, CER 10 OmCg/m.eとした。

生物学的性状の検査：グルコース， マンニット， マンソ ー ス， キシロ ー ス， デキストリン， ラク

ト ー ス， フルクト ー ス ， ヅルチツト， サッカロ ー ス について行なった。 菌の増殖の有無は寒天培地

に階段希釈液をぬれ生じた集落数から判定した。 テトラゾリウム還元能， メチレン青の還元， ァ
2) 

ルギニン分解能， 血球吸着能， 溶血能 等すべて常法によった。

患者血清と 分離株の血清反応：井原市民病院， 青梅市立総合病院でS MONと診断された患者血

清を使用した。 抗原の調整に使用したMycoplasma は中島病院と東大病院から分離されたNH2

株， NH4株の 2 株を用いた。 一つの株を寒天培地 2 0 0 校に塗抹し煉気性に 3 7 ℃ ， 2 日間培養し

た。 P H 7. 2のM/1 s PB Sを加えて菌体を集め， フエノ ー ルを0. 5 婚に加え3 7 ・'C ' 2 日間，

さらに 5 6 ℃， 3 0分加温して 抗補体性を除去した。 これを 3 8, o o o rpm 2 回洗桝し， 2 O m.e 

の P B S にうかべて C F抗原とした（ C F抗原 価は 5 1 2 単位であった）。

IH A抗原 にはとの菌体を 1 o Kc 2 o分超音波処理して使用した。

コント ロ ー ル血清を つくるため 抗原I. 5 m.eにComplete adjuvant 1.sm.eを加え約

3K9のウサギの筋肉内に注射した。 3週間 後に採血して血清を分離し， これに馬血清 1 /10 容を

加え氷室に 2 日間 おき吸収操作を行ない， 遠心上清をコントロ ー ル血清 として用いた（C F抗体価

は 2,048 単位〉。

C F はKo lme r法によった。 4単位の抗原の他に 3 2 単位， 6 4 単位の抗原を使用した。

IH A は等量の1 : 2 0, 0 0 0タンニン酸処理 2. 5 労感作血球0. O 5 m.e， 希釈液0. 6場 N RS 

加PH 7.2M/1 5 PB Sで管底用 試験管を用いて行なった。

NT, (GI ）は倍々希釈した患者血清 0. 1 m .eに液体培地o 9 m.eおよびMycop I a sma を

加え， 3 7℃2日間嫌気培養 した後， 寒天培地 にb rushing して3 7℃， 2日間嫌気培養して

判定した。

E 実 験結 果

1. 舌苔よりの検出

1 9 6 9年1 1月28日と 1 9 7 0年1月1 2日の両日 にわたり東大病院， 中島病院入院 患者

1 6名について舌苔よりMycop I asmaの分離を試みた。 表1 , 2に結果を示したが2自の倹

索を通じて舌苔の緑色の有無に拘らず， 1 6例中1 2例（ 7 5労）にMycoplasma が検出さ

れた。
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された。表 4 には臨床的に軽いもので舌苔も薄く，色も薄いピンクまたは黄色， あるい は白色の

例を集めたが， 2 回の検査を通じて 9 例中 6 例（ 6 6 労）に本菌を検出した。

第 3表 舌 苔よりの菌の分離

，患 性 年 発日 第 1 回検査 第 2国債査

者
45. 2.23 4 5. 5. 9 

名 Bり メ� 病時 発時 舌苔！ Mycopl 舌苔！ Mycop

1 fヤf 42 4 4.1 2 件十 ＋ ＋ ＋ 

2  M 件十 ＋ ＋ ＋ 

3  M 6 0 4 4φ 1 I 件＋ ＋ ＋ ＋ 

4  F 3 7 I 4 4. 4 I 4 4. 1 0 I 特 ＋ ＋ ＋ 

5  F 

6 F 39 4 3. 6 
I 

4 4.1 o ロテ！ 刊十 ＋ 

1  M 1 9 4 3. 7 4 4.1 2 ＋＋ト 十

s  M 55 レ／ ｜／／／ 件＋ ＋ 

9  M 3 4 I 4 5. 3 γ に
件＋ ＋ 

小 計 （総計） 5/5 8/8 (9/9) 

岩野郁造，広田滋（井原市民病院）との協同調査

舌苔判＋は着色した厚い舌苔。＋は薄く着色した舌苔。

第 4表 舌 苔よりの菌の分離

，患 性 年 発日 再日 第 1 回倹査 第2 回検査
者

4 5. 22 3 4 5. 5. 9 

名 思lj 令 病時 発時 舌苔 Mycop 舌苔 Mycop 

1 o  F 40 it 3. 3 4 4. 7 十 ＋ ＋ ＋ 

11 F 3 2 4 4. 5 44.1 0 ＋ ＋ ＋ ＋ 

12 F 5 2 4 4. 4 ＋ ＋ ＋ ＋ 

1 3 M 6 3 4 4. 5 8 ＋ ＋ ＋ 4 4.1 2
1 4 F 十 ／／ 
1 5  F 29 44. 7 ＋ ＋ ＋ ＋ 

1s  F 22 4 4. 2 4 4.1 0 ＋ ＋ 土 ＋ 

11  F 1 9 4 3.1 2 ＋ 土

1 8 F : 7 4 4 3.1 0 ＋ 一 1/,/ ’ 

小 計 （総計） 6/9 5/7 ( 6/9) 

岩野郁造，広田滋（井原市民病院〉との共同調査

au
 

au
 



これらすべてのMycoplasma は嫌気的に培養されたもので， 初代好気的に1個の集落 でも

形成したものはなかった。 東大， 中島 両病院入院患者より培養された 1 2 株を 6 代 継代後も同じ

菌液を寒天培地にぬり， 好気性， 嫌気性 の両方で培養を試みた。 その結果 1 0 株は嫌気性 でのみ

集落の形成を みた。 他の2株は嫌気性のプレ ー トの集落数に比べて極め て少数の集落が好気性培

養で認められ た。

離株のマウスの脳内接種とモルモツトに対する毒性

舌苔より 分離されたものであ る から当然， M. Sa Ii va r 山n , M. o ra I e 等人由来の既

知のMycop I a sma が混在していること は容易に怨像される。 これらのMycop I asma 中に

本病因と みられる菌株があるかどうか が今回は問題とされるわけである内 従って単個集落分離を

行なうことなく分離直後の継代 しない プレ ー ト上の全集落 をマウスの脳内に接種することにした。

直径 6. 5 cmのシヤレ ーに 2 meの液体培地を加え， 菌懸濁液をつくり， それをマウス（ ddy, 4

週令）の静林内に o. 2 mfまたは0. 3 me を注射した。 同時にその0. O 1 mfを矢追針を用いて

脳内に接種した。 接種後 5 日， 7 日， 1 0 日， 1 4 日， のいずれかの日に 殺し， 脳， 肝， 腎，牌，

肺をとり出し， ガラス棒または乳鉢で細挫し， これ を寒天培地に塗抹し嫌気性に3 7℃に培養し

た。 その結果脳のみから回収できたが， 他の臓器から は倹出できなかった。 そこで東大， 中島，

井原病院よりの分離株計 2 0 株について脳内接種を 行なって脳内から再検出できるかどうか， 検

出できた場合はその株を分離し検査す るととを試みた。 その結果， 東大， 中島病院の 1 2 株より

1 0 株， 井原病院の 8 株より 6 株がマウスの脳 から再検出できた。 この際対照無処置のいずれの

マウスの脳および他の諸臓器から は菌は検出できなかった。

1 2株の中の 1 株であるNH4株について 脳内接種の実験をくりかえして行なった。表5に示

すように接種後， 1 日， 2 日， 4 日， 5 日， 9 日目に 5 匹ずつ殺し脳内 よりの分離を試みた。 そ

の結果検出例数は5日目， 9日目 で半減した。

NH4株をN2ガス 中でフア ー マセル（ NB5）で3 7℃に培養し， その2日， 3日の全培養

をモルモツト（ 200i ）の腹腔内， 静脈内に注射した。 いずれの注射の場合にも 注射直後に歩

行困難，壁響等の症状を示した。 数日後注射した4匹 は 全部死亡 した。 対照として培地のみ向量

注射したもので はいずれの変化もみられIt.かった。

しかしその後同じ抹で 実験を反覆したが， 注射直後の症状は多少弱いが認められたが， 死亡す

るものはなかった。 その他の味についても同様の実験を行なったが， 注射直後から の耳柔の充血，

暖， 跳躍等の症状はみられたがいづれも依復し1ヶ月間の観察中 に異常は認められなかった。

ハムスターに対しては前記注射直後の症状は軽徴であったの
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培地はシャーレに 2 5 m,e づっ分注して平板とし， Broth で前培養した NH 2, NH 4 両

味を接種し， コ ンラ ージ障で塗抹した。培養は 3 7 ℃ 2 日， 嫌気ジャー を用いて，世媒下， 水

素ガス置換法で行った。

培養 後 ， 先ず o. 1 s M P B S ( pH 1. 2 ）を平板上に注加し， コソラ ージ俸で菌体 を集め，

これを三角 コ ルベンに集めて， フェノ ー ル o. 5 労を加え， 3 7 ℃ 2 日， 更に 5 6 ℃ 3υ 創喧

して抗補体性を除去した。このものを， 超遠心壌にかけて集菌し， 3 8, o o o rpm 2回 P B 

Sで洗糠して， P BS lこ suspend して補体結合抗原とした。

この杭J京は， ウサギ免疫血清との聞にB ox Ti trati o n を行って抗原価を測定したとこ

ろ， 5 1 2 単位であり， も全く抗補体作 用を示さなかった。

2） 受身血球凝集反 応抗原

補体結合抗原を， 1 o KC 2 o分， 超音波処理をして受身血球 凝集抗原として使用した。

4. コ ントロール血清の調製

C F抗原価 5 1 2 単位の 抗原約 1. 5 mfにCom p I e te Adj uvan t 1. 5 mf を加え， よ

く混和してem u Is ionとし， 約 3 K9の家兎に約 1 0 ケ所筋注， 更に， 2週間後に追加免疫して

3 週間後に全採血して血清を分離し，これに馬血清を 1 /i 0 容加えて氷室2日吸収， 3.0 o o rpm 

3 0分遠心して， 上清をとり， コ ントロール血清とした。

この血清はB ox Ti tr at i o n で，補体結合抗体価 2 0 4 8 単位を示した。 叉， 1 : 3 2 以

上で抗補体性を示さなかった。

5. 血清 反応

1）補体結合反応

すべてKo lme r 法に準拠し，Micro-titer で行った。抗原は 4 単位 の他に， 3 2

単位 ， 6 4 単位を用いた の

2）受身血球凝集反応

新鮮羊赤血球を洗糠して 2. 5 必浮砕液とし， これに等量の1 : 2 0, 0 0 0 タンニン酸を混合

して ，氷水中1 5分処理し， 2 回PB Sで洗糠し ， 原量の P B SにSuspe n d して， タンニ

ン血球とした。次いで， 3 7 ℃ 1 5 分間坑原感作を行い， 1 回洗糠してから NR So. 6 労加

o.1sMPB Sにsusp end して感作 血球とした。患者血清は， 管底用小試験管を用いて，

PBS-NR Sで 2 n 稀釈を行い， これに 1 /10 量の感作血球を 加え， 室温で 1 8 時間反応

させ， 管底鏡で判定したn

3）中和試験

患者血清を z n 稀釈し，この稀釈血清 0. 1 mP,にP PLO Broth o  9 mf , M)Coplas 四

浮瀞液 1 滴を加え， 3 7 ℃， 2 日， 嫌気培養を行った。 判定は， これをP PLO Aga r に

波菌檀紙で brushing をして， 更に 3 7 ℃， 2 日嫌気培養して行った。

9 4 一



        

  

  

  

 

     

   

 

 

    

   

    

 

   

 

 

    

            

 

  

   

  



れるからである。

1. Mycoplasma が本症の病原であった としても， 尚， 抗体が倹出できなかった可能性

1）株の選択の問題

ここでは分離された 株を無選択に使用し たが， この株が病原株であったかどうかは全〈判然

としない。 多数の株の中には本症の病原 となっているものが混在 していた可能性を否定できな

い。 あたかも腸管に Salmonel 1 a あるいは Shi gel la が常在菌 の中に少数存在する如

く， との場合も多 数の常在Mycoplasma の中に少数の病原Mycop 1 asma が存在してい

たのかもしれない。 しかし， 現在この様な特殊なMycop 1 asma に対する分離培地， 更には

この様な株の発育する培地 についての知見はないので， この様な可能性をも 考えて， 培地及び

培養法に 考慮を払って更に検索を進めることが 必要 であろう。

2）方法及び抗原調製法 の問題

ここではMycoplasma に従来応用さ れてきた三つの方法を使用したが， とれら の方法の

適用でよいかど うかa は問題があろう。 又， 本菌が強い抗補体性を示す為に， 常用されている

フエノ ー ル処理， 加熱処理を行ったが， これらはいづれも抗原の性状に少なからぬ影響を与え

るもの であるから， 抗 原の処理法 にも問題が残る。

3）毒素の可能性

動物 ではマウスの ro l l i ng d i s e a s e の様に神経毒素産生Mycoplasma が知られ

ており， もしも本症がこの例の様に ， 感染Mycop 1 a sma の産生する毒素によるものである

とするならば ， 抗毒素 と しては検出されても， 通常 の抗体としては検出されない， という可能

性もあり得ょう。

4）組織抗体の可能性

いわゆる液性抗体 の形をとらずに， 細胞性抗体の様な存在も考慮しなけれ ばならないであろ

フ。

5）そ の 他

その他にも， 採血期の問題， 抗血清の保存の問題， 等々も考える必要があろうn

2. 病原ではあっても抗体が上昇しない可能性

本Mycoplasma が病原で はあっても， とれに対し 抗体が産生 されない， 叉は， されに くく，

検出できない， という可能性も否定でき ない。

3. 病原ではない可能性

SMONが可成慢性的経過をたどるこ とから， Mycopla sma の様な徴生物が異常に増殖す

ること は， むしろ自然、の現象であって， ここから分離されるMycoplasma は原因ではなく単

なる結果であるのかもしれない。

以上， 可能性 とし てのみ三つの場合を考慮、したが， この内のいづれであるかは 現在全く不明で

eoQd
 



,
. 

あり， 上述の諸要因， 可能性を考えて， 本症と Myc op! a sma の相関を更に追求し ていかなけ

れiまならない。

吉宮
古＝ご

ヒー
E3 

SMO N 患者舌苔由来のlYiyc op I a sma を抗原として， 本症患者血清について， 補体結合反応，

受身血球凝集反応， 中和反応、を行ったところ， いづれの方法においても全例陰性であったの

本研究を運行するに当り，終始懇切な御指導と御協力をいただいた東大医科学研究所本間遜教授，

患者試料について御高配いただいた井原市民病院岩野郁造， 広田滋両博士は深謝する。 叉， 本実績

に当り技術的助力を惜しまれなかった東大分院中央検査部南波邦治， 桜井敏子， 高橋文子， 神奈川

県立こども医療センタ ー 倹査科高橋明子の諸氏に感謝する。
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表2 AモY患者舌よりのマイコプラズマ分離成績（材料1回採取） (1)

病 院 名 患者 年令 性 発病年月 緑舌の有無 材料採取年月日 Mの分離

s 27 平 4 5.2 ＋ 45.9.18 

直立呉病院 A 5 l 平 4 4.8 一 45.9.18 ＋ 

。 54 平 4as 45.9.18 ＋ 

s 39 舌 4 5. 5 一 45.6.27 ＋ 

I 56 平 4 5. 4 一 45.6. 6 

計 5名 3( 60%) 

表3 スモン患者舌よりのマイコプラズマ分離成績（材料l回採取） (2)

，患 者 同 年令 性 発病年月 緑舌の有無
成 績（培畳、方法別）

好 気 性 燥 気 性

24 3 1 舌 4 5目 9 ＋ ＋ 

19 32 舌 4 5. l 一

2 2 35 舌 3 8.1 1 ＋ ＋ 

25 47 舌 44.11 ＋ ＋ 

15 53 ♀ 4 5. 4

1 6 58 平 4 5. 7 一

23 62 合 4 2. 3 ＋ 一

26 63 舌 4 5. 4 一 一

1 3 67 寸
Oー 40 5 ＋ ＋ 

14 70 舌 4a12 一

30 70 平 4 4. 4 ＋ ＋ 

1 8 73 舌 43. 8 一

27 73 平 44.10 

28 74 平 4 3. 5 ＋ ＋ 

6 77 
‘ 

平 4 4. 5 

言↑ 15 名 6(40%) 6(40%) 

2. 対照実験

対照として表4 VZ:示すような疾患 κ っωてMの分離を試みた。即ち慢性疾患者としては結桜症公

よび白血病を含む癌疾患，更K肝疾壱．その他を選んだ。

昔科疾患として財官槽腰痛，苦肉炎，う蝕症，苦周囲炎を選び，健康者も対照に加えた。 成績は秋季

V'L �－ける分離率と冬季に念ける分離率を示した。

一殻l寸量性疾患 b 者，健康者共Mの介離率は約1 0婦の恒常f直を示した。 接科疾患につwては昔槽膿

漏では約3 0～4 0%，歯肉炎も3 O～4 0 %で，う蝕症は1 0名以下の介離率でるーた。
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V 結 論

延べ50名の7-モン患者の舌よりマイコプラズマO分離を試み，40 %より60%K及ふ
・率でマイ

コプラズマを分離しえた。 is戸．として慢性疾居害者 ・ 芭科疾畳居者及び健康者を対象として分離を試み

た成績はそれぞれ1 0括，30～40�及び1 0 %でるョた。 スモン患者より分、離されたマイコプラズ

マ（'l M . s a J i va r i u m でるった。
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SMO N患者材料よDのマイコプラズ
、

マ分離の試み

甲野礼作，志賀定問，篠川旦，赤尾頼宣告（国立子研・ウイルス中央検査部〉

スモン患者の緑舌より高率托マイコプラズマが分離され，とれがマウス脳での滞留性その他の性

(1) 状で，従来報告された 7 イコプフス
・

7 と異左るととか志間等Kよョて報告された。

われわれもスモン患者材料，主として使よりマイコプラス
・

マの分離を試み， 一部升離菌の性状，

実験動物κ対する病原性』てつwて検査したので，その成績を報告する。

I 材料と方法

分離材料：岡山，東京，千葉の各地より拝思したスモン患者の咽頭抑ぐい液l O例，舌苔ぬぐ

い液4例，便2 0例，髄液4例についてマイコプラズマの検出を行ョた。

分離方法：咽頭良ぐい液，舌苔泊ぐい液はそのま込，使はD ifico PPLO Brothで 10%

乳剤を作り，ミo OQrpm 20分間遠心分離し，その上清を検査材料とした。

2) 
マイコプラス・ マの分青肪法はPurce] I ら の方法に準じて3 7℃で好気品a よび操気培養（ H2 

+ 1 0 % CO2混合気体で空気を置換した換気培養瓶内で行ーた）を行ーた。 接種したpp工0 -

Aga r平根は培養後4 B, 7 B vi:コ ロニーの発生の有無を観察した。 一方，同時f(PPLO- Broth 

k接種し ，増菌培歪、を行った試験管より，培養4 8, 7自に 一 白金耳をPPLO-Aga r平板K移植

してコロニ 一発生の有無を検査した。

検査材料はPPLO Broth 5代，めくら継代を行い，PPLO-Agar 平板でコロニ ー の認めら

れ乏いものを陰性とした。

マイコプラズでの同定は，形態と器量寒天K発育し乏し3 こと，拭血滑による発育阻止試験Kよー

た。

E 実 験 成 績

l）スモン患者材料よりのマイコプラズマの分離

材料別の分離成績を表l,2, 3, 4K示す。

日田頭泊ぐい液1 0例中6例，便2 0例中9 f'il](': 3代以降0めくら世代でマイコフラ ズマ様のコロ

= 0出現カ毛忍められたが，とれらむコロニ ー は定型的左N i PP I e をタにき周緑は不整で， 中心部
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lそ伺白状構造を有するもので，t佳代は可能ではあるが， P P LO - 8 r o t h , Ag a r培地で増殖力が弱

一部のコロニ ー は継代1 0代きで増菌培養を行ョたが，増殖傾向が弱〈同定は不可能でるーた。ν、。

液
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BA T細胞陀長けるMycoplasm a の汚染

尾形 学，輿水 馨（東大農学部家畜徴生物）

I はじめに

各種の培養細胞株vCMycopl a sma （以下Mと略）の潜在的汚染カ宅忍められるととは1 g 5 6 

年Robinson ら の む報告以来各国で追試がだされ，組愚培養を用いてウイルス学的検索を行左

うに際してはMの検索が必須士条件でるるととは多くの研究者氏よって認められている。 著者ら
6)

もわが国心各程培養細胞株6 0株中5 2株（86.7%）がM Vt:よョて汚染しているととをすでに明

らかにしている。

SMO Nの病因が京大・井上ら
4）

κ よってウイルス学的K検討され，新らしいウイルスが丹、離

されているが，本研究はスモン調査協議会の甲野会長より依頼を受け，井上らがクイノしス分離に使

用しているB AT 6細胞tこかけるMの汚染の有無Kっき検討したものでるる。 以下その研究の概

要を報告する。

JI 材料および方法

1）細胞：株：Mの汚染を検索した細胞株は京大 ・ 井上らKよョて樹立されたB AT 6細胞（ハ

ムスタ ー 皮下腫療のクロ ー ン化継代細胞）で，予防衛生研究所托企いて継代中のものを，甲野スモ

ン調査協議会長より送付を受けた。

2）分離培養基訟よび培安法：BA T細胞よりのMの分離Kは変法Adle r培地
6) t:,，よび変法

Edwa r d培地
6） を用い，好気的培査、なよび，CO2 1 0払N2 9 0%のガスを充満した操気的培

養法を併用した。 変法E dwa r d培地に細胞培養液の1,500 rpm, 5分遠沈上清を1日金耳塗抹す

る直接法と，交法A d I e r 培地K細胞培宝液のG l mt'を接種，3 7℃，3日増菌後，変法Edward

培1也氏移植し5～7日後 κ集落の発生を観察する増菌法を同時十ζ 行な n た。

めか［y co plasma株：著者らの丹離株はM ycoplasmε － BA T株，本間らが分離し同定

を依頼された株はMycopl asma-S T M株とされた。主研究 ι対照株として使用し，また家兎

免疫血清作製のため用いたMのうち，M. hominis-C ATCC,M. orale N-1,M. sal i

v a r i um C Hu p 1 2 7 , M. f e r me n t a n s C ATC Cは，久留米大・中村教授より，M.

hominis PG21,M neurolyticum PG28,M,hyorhinis PG29はD. G. ff 
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ている場合が多〈，今回のBA T細胞 のM. o ra 1 e による汚染も との例κ もれ乏い 。 一方，M,

hYo r h i ni sは ブタの鼻 腔常在菌でるるが， フ1流行性肺炎の二次的侵入因子，多発性諜膜炎公よ

C調節炎の病原因子とし ても知られている。 とのよう尤：ブタを宿主とするM_ hyo rh inis がいか怠

る経路で細胞扶汚染を来たしたかは不明である。 M. hyo r h i ni s の細胞株K台ける汚染については

1 9 6 4年Su t I e rら 2 ）が， HEp_
2

細胞を継代中K培養老が酸性K変ョて細包変性が公とり継

代が不言E K左 っ たものから 一種のMを分離したととに始さる。 とのMはG D L株と呼ばれていたが，
8) -後(I( Pur c el iら 陀よーしM,hyorhinis と同定された 。 M. hyo r h i n i sは 培養液中のブドウ糖

を分解し酸を産生し 生牧洋的活性も強いため ，各種の組織培養細胞K対し細胞変性宏事？とすととが

予想されゐ。著者らが行乏ョた実験Kよれば， HeLa細胞に対しては細胞変性効果は認められなか

ーたが，トリ腎初代培養細胞に対しては 明らか左変性効果を示した。

Mの組織培養汚知立培養細胞K影響を与えるのみ乏らず，共存するウイルスの増殖Kも種＆乏影
10 ） ー響を与えるととが知られている。 Rous eら はアァノ2型クイルスのプラジク形成がMの汚染

， 、 12) _ _ Kよョて抑制され るととτ，Vた，so mer so nら はフク A 肉腫ウイ／1，スの増殖が，M.orale
1 1 ) の感染陀よョて抑制され るととを明らか κ している。坂本 は鶏卵媛尿膜組織培養を用いて，

イYフルエンザウイ JレスとM. pn eum o nia eあるいはM,oraleとの同時感染がウイルスの増殖

抑制をなとすととを報告した。

とのよう κ組織培養に念けるM感染は，単に培歪細胞に影響を与えるのみならず，共存するウイ

ノレスの増殖Kも著しい影響をもたらすととが明らかにされている。 SMONV病因がウイノレス学的

K検索され各種の組織培告が使用されていると思われる。 もし，SMO Nをs low virus infe

c ti onの立場からその病因としてのウイルスを分離し ，さらにそのクイルスの性状を検討するの

でるれば，組織培養中 κ存在するMの影響は決して軽視できない ものでるろうと考える。
r 今団， BA T細胞から分離されたM. oral eは ，カナマイシソ60 /mtの濃度K耐性でる っ た。

とのM のカナマイシ ：.／ V[対する最高耐性度は測定され乏かョたが，著者 7 ）はさき(I( He L a細胞

汚染のM, homini sをカナマイシソで除去するととを試み，100/meでは除去されず， 1.0o o r r 

/mi,で除去しうるととを報告した。 しか し との援度のカナマイシンでも除去でき左ぃMも存 在する

ととも認められたので，ftJl胞株汚染Mの除去の確認は極めて慎重でだければ左ら乏い。 M-fr eeの

確認には人工培地Kよる培養法がもっとも確実であり必要と思われる。

V 要 約

SMO Nの病因のウイルス学的検索 κ使用されていゐBA T細胞(l(Mycop! a 田a （以下Mと

Ila ）が潜在的K汚染 してい るととを明らかKし，そのMの生物学的性状宏よび血清学的性状 を検討

するととK よョて同定を行なョむとれ らのMは2程領者； ti ＇釆接種BA T細包から著者らが 分離

JたMは嫌気性のM. or a I eと同定された。 でまた，京大・井上らのSMO Nウイルス接程BA T細
111ー



胞から医季師・本間ら陀よョて分離されたMはM-hyorhioisでるるととが明らか陀された。
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